
令和2年11月10日発行

日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

本　会　議（議案質疑）
　常任委員会（総務委員会）
休　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）

休　会
　予算特別委員会（補正予算）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

本　会　議（一般質問）
本　会　議（一般質問）

※会期日程は、都合により変更になることがあります。
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　大形小学校は、鬼怒川沿いに建つ全校児童155名の学校です。本校では、登校後から始業前まで
「花曜日」活動として、ボランティア活動を行っています。落ち葉掃きや石拾い、花壇の草取りな
どをして校内の環境美化に努めるとともに、勤労・奉仕の精神を培っています。
　また、本校の４年生が「総合的な学習の時間」に鬼怒川に関する学習をしています。その一環と
して、河川の環境保全を呼びかける看板を設置しました。さらには、時代の変化に対応するために、
タブレットを活用した授業を計画的に実施し、プログラミング的思考の育成に努めています。
　これからも、「笑顔で　がんばる　大形小」を合い言葉に、一人一人が輝く活力ある学校づくり
を目指していきます。

合い言葉「笑顔で　がんばる　大形小」

～学校紹介～

【大形小学校】

議 会 日 誌 ・ 次 回 定 例 会 予 定

　
令
和
２
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回
定
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会
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16
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に
わ
た
っ
て
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し
ま
し
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。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議

案
の
「
下
妻
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
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係
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対
す
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思
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条
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。
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す
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偏
見
等
を
な
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た
め
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市
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議
会
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責
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並
び
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市
民
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役
割

を
明
ら
か
に
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、
市
民
一
人
一
人
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思
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や
り
の
気
持
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持
っ
て

人
と
接
す
る
こ
と
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よ
り
、
市
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が
安
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し
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暮
ら
す
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と
の
で
き

る
地
域
社
会
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実
現
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
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ま
す
。
今
後
、

市
、
市
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会
及
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と

な
っ
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係
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対
し
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偏
見
等
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為
を
行
わ
な
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よ
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正
し
い
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識
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及
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発
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取
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が
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。
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で
は
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後
も
「
人
に
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し
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ま
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」
を
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間
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発
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ま
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全
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取
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ま
い
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す
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で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

永年勤続議員表彰・次回定例会予定

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定 議会を傍聴しませんか
～令和２年第３回定例会では、４５名の方の傍聴があ
りました。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため議場での傍聴を58席から18席とさせていただきま
した。ご協力いただきありがとうございました。～

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1（内線 1111・1112）

　傍聴は、市議会活動に触れる良い機会です。自分が
選んだ議員の活動や市政の方針などを知ることができ
ます。
　傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。（状況により傍聴をご遠慮いた
だくことがありますので、ご了承ください。）
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモニ
ターで中継を行っています。
　なお、議場内での飲食・雑談等はご遠慮ください。
　次回の市議会だよりの発行は令和３年２月10日（水）
の予定です。
　議会だよりへのご意見などございましたら、下記連
絡先までお寄せください。

16〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/

第224号
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手前右から、篠島昌之議員、増田省吾議員、
上右から、原部司議員、程塚裕行議員



事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

令和元年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

令和元年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

令和元年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

令和元年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

令和元年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

令和元年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

令和元年度下妻市水道事業会計決算について

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

収益的収支
　　　　　　　　
資本的収支
　　　　　　　　

186億3,163万2,938円
176億5,849万2,348円
8億9,706万4,710円

48億4,011万4,608円
47億9,092万9,183円

4,918万5,425円

4億3,059万5,303円
4億2,716万4,754円

343万 549円

37億5,587万1,077円
36億8,800万5,964円

6,786万5,113円

1,008万4,904円
617万8,901円
390万6,003円

10億 740万3,679円
9億8,998万6,787円
1,314万8,892円

収入　10億2,428万4,233円
支出　 9億4,930万5,165円
収入　 3億 108万5,500円
支出　 5億9,434万6,627円

議決月日
結　　果

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

令和２年第３回定例会

請　願　・　陳　情
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅
持のための政府予算に係る意見書採択を求め
る請願

種苗法「改正案」の廃案を求める請願

離婚・別居家庭のこども養育支援・養育費支
払いと連れ去り問題並びに面会交流問題の改
善を求める請願

子どもたちの豊かな学びを保障するため、教職員定数改善による
少人数学級の推進などを求める意見書を国に提出することを求め
るもの

種苗法「改正案」を廃案にすることを求める意見書を国に提出す
ることを求めるもの

別居・離婚後の面会交流に対する公的支援策の実施と相談体制整
備体制の充実などを求める意見書を市並びに県に提出することを
求めるもの

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

９．１６

採　択

９．１６

継続審査

継続審査

９．１６

９．１６

認　定

議員提出議案等
下妻市新型コロナウイルス感染症関係者に対
する思いやり条例の制定について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅
持に係る意見書

新型コロナウイルス感染症関係者に対する偏見等をなくすため、
市民が安心して暮らすことのできる地域社会の実現に資すること
を目的に制定するもの

地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般
財源総額を確保するなどを求める意見書を国に提出するもの

子どもたちの豊かな学びを保障するため、教職員定数改善による
少人数学級の推進などを求める意見書を国に提出するもの

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

令和 2年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の報告について「損害賠償について」

令和元年度下妻市一般会計継続費精算について

令和元年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

令和元年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

一般財団法人下妻市開発公社令和元年度経営
状況報告について

株式会社ふれあい下妻令和元年度経営状況報
告について

専決処分の承認を求めることについて「令和
２年度下妻市一般会計補正予算（第５号）に
ついて」

下妻市市税条例の一部改正について

下妻市夜間応急診療所の設置及び管理に関す
る条例の廃止について

字の区域の変更について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

令和２年度下妻市一般会計補正予算（第６号）
について

令和２年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

施設管理に係る事故による損害賠償金の支払いについて専決処分
したもの

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払いについて専決処分
したもの

継続費を設定し、複数年度にわたり進めてきた市庁舎等建設基本
計画策定業務委託事業等について、事業が完了したため、実績を
報告するもの

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比
率の４指標について、監査委員の意見を付し、報告するもの

下水道事業及び水道事業の各会計における資金不足の状況につい
て、監査委員の意見を付し、報告するもの

しもつま鯨工業団地の未分譲区画の完売等の事業内容を地方自治
法に基づき報告するもの

地方自治法に基づき、事業の計画及び決算について議会に報告す
るもの

ひとり親世帯臨時特別給付金の計上、避難所感染防止対策経費の
増額など、新型コロナウイルス感染症対策関係経費を含む国の第
２次補正予算の成立を受け、市が直ちに実施する事業に係る経費
について専決処分したもの

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税における所得控除につ
いて、ひとり親控除を追加するなど、現行条例において所要の改
正を行うもの

下妻市夜間応急診療所を令和３年３月31日をもって廃止するため、
条例を廃止するもの

県営圃場整備事業大宝沼地区の施行に伴い、字の区域を変更する
もの

踏切廃止に伴う路線の終点変更等により原地内ほか３件を認定す
るもの

踏切廃止等により原地内ほか３件を廃止するもの

プレミアム付商品券発行事業の計上等により、７億8,489万7,000
円を増額するもの

過年度国県返還金の増額等により、１億2,269万7,000円を増額す
るもの

議決月日
結　　果

報　告
第12号

報　告
第13号

報　告
第14号

報　告
第15号

報　告
第16号

報　告
第17号

報　告
第18号

報　告
第19号

議　案
第57号

議　案
第58号

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第62号

議　案
第63号

報告のみ

令和２年第３回定例会

しもつま市議会だより３ 第２２４号 ２

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

承　認

９．２

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決
９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

議員提出議案
第３号

意見書
第１号

意見書
第２号



事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

令和元年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

令和元年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

令和元年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

令和元年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

令和元年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

令和元年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

令和元年度下妻市水道事業会計決算について

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

歳入総額
歳出総額
実質収支額

収益的収支
　　　　　　　　
資本的収支
　　　　　　　　

186億3,163万2,938円
176億5,849万2,348円
8億9,706万4,710円

48億4,011万4,608円
47億9,092万9,183円

4,918万5,425円

4億3,059万5,303円
4億2,716万4,754円

343万 549円

37億5,587万1,077円
36億8,800万5,964円

6,786万5,113円

1,008万4,904円
617万8,901円
390万6,003円

10億 740万3,679円
9億8,998万6,787円
1,314万8,892円

収入　10億2,428万4,233円
支出　 9億4,930万5,165円
収入　 3億 108万5,500円
支出　 5億9,434万6,627円

議決月日
結　　果

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

令和２年第３回定例会

請　願　・　陳　情
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅
持のための政府予算に係る意見書採択を求め
る請願

種苗法「改正案」の廃案を求める請願

離婚・別居家庭のこども養育支援・養育費支
払いと連れ去り問題並びに面会交流問題の改
善を求める請願

子どもたちの豊かな学びを保障するため、教職員定数改善による
少人数学級の推進などを求める意見書を国に提出することを求め
るもの

種苗法「改正案」を廃案にすることを求める意見書を国に提出す
ることを求めるもの

別居・離婚後の面会交流に対する公的支援策の実施と相談体制整
備体制の充実などを求める意見書を市並びに県に提出することを
求めるもの

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

９．１６

採　択

９．１６

継続審査

継続審査

９．１６

９．１６

認　定

議員提出議案等
下妻市新型コロナウイルス感染症関係者に対
する思いやり条例の制定について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅
持に係る意見書

新型コロナウイルス感染症関係者に対する偏見等をなくすため、
市民が安心して暮らすことのできる地域社会の実現に資すること
を目的に制定するもの

地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般
財源総額を確保するなどを求める意見書を国に提出するもの

子どもたちの豊かな学びを保障するため、教職員定数改善による
少人数学級の推進などを求める意見書を国に提出するもの

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

９．１６

認　定

令和 2年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の報告について「損害賠償について」

令和元年度下妻市一般会計継続費精算について

令和元年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

令和元年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

一般財団法人下妻市開発公社令和元年度経営
状況報告について

株式会社ふれあい下妻令和元年度経営状況報
告について

専決処分の承認を求めることについて「令和
２年度下妻市一般会計補正予算（第５号）に
ついて」

下妻市市税条例の一部改正について

下妻市夜間応急診療所の設置及び管理に関す
る条例の廃止について

字の区域の変更について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

令和２年度下妻市一般会計補正予算（第６号）
について

令和２年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

施設管理に係る事故による損害賠償金の支払いについて専決処分
したもの

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払いについて専決処分
したもの

継続費を設定し、複数年度にわたり進めてきた市庁舎等建設基本
計画策定業務委託事業等について、事業が完了したため、実績を
報告するもの

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比
率の４指標について、監査委員の意見を付し、報告するもの

下水道事業及び水道事業の各会計における資金不足の状況につい
て、監査委員の意見を付し、報告するもの

しもつま鯨工業団地の未分譲区画の完売等の事業内容を地方自治
法に基づき報告するもの

地方自治法に基づき、事業の計画及び決算について議会に報告す
るもの

ひとり親世帯臨時特別給付金の計上、避難所感染防止対策経費の
増額など、新型コロナウイルス感染症対策関係経費を含む国の第
２次補正予算の成立を受け、市が直ちに実施する事業に係る経費
について専決処分したもの

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税における所得控除につ
いて、ひとり親控除を追加するなど、現行条例において所要の改
正を行うもの

下妻市夜間応急診療所を令和３年３月31日をもって廃止するため、
条例を廃止するもの

県営圃場整備事業大宝沼地区の施行に伴い、字の区域を変更する
もの

踏切廃止に伴う路線の終点変更等により原地内ほか３件を認定す
るもの

踏切廃止等により原地内ほか３件を廃止するもの

プレミアム付商品券発行事業の計上等により、７億8,489万7,000
円を増額するもの

過年度国県返還金の増額等により、１億2,269万7,000円を増額す
るもの

議決月日
結　　果

報　告
第12号

報　告
第13号

報　告
第14号

報　告
第15号

報　告
第16号

報　告
第17号

報　告
第18号

報　告
第19号

議　案
第57号

議　案
第58号

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第62号

議　案
第63号

報告のみ

令和２年第３回定例会

しもつま市議会だより３ 第２２４号 ２

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

報告のみ

９．２

承　認

９．２

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

原案可決
９．１６

原案可決

９．１６

原案可決

９．１６

議員提出議案
第３号

意見書
第１号

意見書
第２号



■令和元年度一般会計決算の内訳■

60億6,023万円

（34.3％）

民生費 教育費
 20億

2,134万円

（11.5％）

 22億
5,999万円

（12.8％）

総務費
  20億

  370万円

（11.4％）

土木費
  17億

 5,412万円

（9.9％） 

公債費
 14億

1,502万円

（8.0％）  

衛生費
  21億

  4,409万円

（12.1％）

その他

23億933万円

（12.4％）

国庫支出金
60億505万円

（32.2％）

市　税
34億4,639万円

（18.5％）

地方交付税
17億

6,770万円

（9.5％）

13億7,661万円 （7.4％）

市 債
37億

2,655万円

（20.0％）

その他

県支出金

○

○

○

○

○

○

○
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○
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×

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

※除斥とは、自己の一身上に関する事件について議事に参与できないこと
※〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権

※議長（田中 昭一）は採決に加わりません

令和 2年第 3回定例会　賛否が分かれた案件

結

　果

議　案
第58号
議　案
第62号
認　定
第１号
認　定
第２号
認　定
第３号
認　定
第４号
認　定
第６号
認　定
第７号

可
決
可
決
承
認
承
認
承
認
承
認
承
認
承
認

× × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○議員提出議案
第３号

可
決

事件の番号

浅
野 

通
生

木
村 

穂
摘

程
塚 

智
則

鈴
木

　 牧

端

　 茂
樹

宇
梶 

浩
太

矢
島 

博
明

岡
田 

正
美

塚
越

　 節

程
塚 

裕
行

斯
波 

元
気

小
竹

　 薫

廣
瀬

　 榮

原
部

　 司

須
藤 

豊
次

山
中 

祐
子

増
田 

省
吾

田
中 
昭
一

平
井

　 誠

篠
島 

昌
之

令和元年度各会計決算・賛否討論

しもつま市議会だより５ 第２２４号 ４

令和２年第３回定例会・令和元年度一般会計決算

＝ 令和元年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

186億3,163万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計

48億4,012万円国民健康保険特別会計

4億3,059万円後期高齢者医療特別会計

37億5,587万円介 護 保 険 特 別 会 計

1,009万円介護サービス事業特別会計

10億 740万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

13億2,536万円水 道 事 業 会 計

300億 106万円合　　　　　　計

176億5,849万円

47億9,093万円

4億2,716万円

36億8,800万円

618万円

9億8,998万円

15億4,364万円

291億 438万円

9億7,314万円

4,919万円

343万円

6,787万円

391万円

1,742万円

※△ 2億1,828万円

8億9,668万円

　
　
　
　
　
　
本
決
算
で
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
増
、

　
　
　
　
　
中
高
生
や
妊
産
婦
・
未
就
学
児
の
医
療

　
　
　
　
　
費
助
成
、
小
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
拡
充
な
ど
評
価
す
る
施
策
も
あ
る
が
、
市
職
員

５
５
５
人
中
２
２
６
人
が
非
正
規
職
員
で
、
そ
の
割

合
は
40
・
７
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
市
職
員
の
労
働

環
境
改
善
の
た
め
に
も
正
規
職
員
を
増
や
す
こ
と
を

求
め
る
。

　
ま
た
、
市
税
等
滞
納
者
へ
の
差
押
件
数
は
５
２
１

件
で
、
県
内
市
町
村
の
人
口
比
で
は
上
位
に
な
る
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
多
い
数
字
で
あ
り
、
給
与
や
年
金
、

生
命
保
険
な
ど
も
差
押
え
さ
れ
、
厳
し
す
ぎ
る
。
難

病
患
者
福
祉
手
当
は
年
額
３
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
ま
ま
で
、
市
税
等
滞
納
者
に
は
支
給
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
。
支
給
額
と
条
件
を
元
に
戻
す
と
と
も
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学
資
金
と
寝
た
き
り
老
人
等

福
祉
手
当
に
つ
い
て
も
元
の
支
給
額
に
戻
す
こ
と
を

求
め
る
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
た
め
に
も
出
産
や
入
学

祝
金
、
高
齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
の
新
設
な
ど
市
民
生
活
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

て
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
本
決
算
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度

　
　
　
　
　
を
上
回
っ
た
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
歳
入
で
は
、
市
税
収
入
全
体
で
は
９

年
ぶ
り
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
寄
附
金
収
入
や
基
金
取
り
崩

し
に
よ
る
繰
入
金
な
ど
が
増
加
し
、
最
終
的
に
前
年

度
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
長
期
的
な
展
望

と
し
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
全
体

が
縮
小
し
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
景
気
に
左
右

さ
れ
な
い
強
固
な
財
政
基
盤
を
築
い
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
歳
出
で
は
、
扶
助
費
を
中
心
と
し
た
民
生
費
の
支

出
が
初
め
て
60
億
円
を
超
え
る
な
ど
、
経
常
的
経
費

に
つ
い
て
も
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
お
り
今
後
も
注
意
が
必
要
で
あ
る

が
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い
る

姿
が
う
か
が
え
る
。

　
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
市
政
発
展
の
た
め
の

努
力
を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛  

否  

討  

論

令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

反 

対

賛 

成



■令和元年度一般会計決算の内訳■

60億6,023万円

（34.3％）

民生費 教育費
 20億

2,134万円

（11.5％）

 22億
5,999万円

（12.8％）

総務費
  20億

  370万円

（11.4％）

土木費
  17億

 5,412万円

（9.9％） 

公債費
 14億

1,502万円

（8.0％）  

衛生費
  21億

  4,409万円

（12.1％）

その他

23億933万円

（12.4％）

国庫支出金
60億505万円

（32.2％）

市　税
34億4,639万円

（18.5％）

地方交付税
17億

6,770万円

（9.5％）

13億7,661万円 （7.4％）

市 債
37億

2,655万円

（20.0％）

その他
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※除斥とは、自己の一身上に関する事件について議事に参与できないこと
※〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権

※議長（田中 昭一）は採決に加わりません

令和 2年第 3回定例会　賛否が分かれた案件
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　果
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認　定
第２号
認　定
第３号
認　定
第４号
認　定
第６号
認　定
第７号

可
決
可
決
承
認
承
認
承
認
承
認
承
認
承
認

× × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○議員提出議案
第３号

可
決

事件の番号

浅
野 

通
生

木
村 

穂
摘

程
塚 

智
則

鈴
木

　 牧

端

　 茂
樹

宇
梶 

浩
太

矢
島 

博
明

岡
田 

正
美

塚
越

　 節

程
塚 

裕
行

斯
波 

元
気

小
竹

　 薫

廣
瀬

　 榮

原
部

　 司

須
藤 

豊
次

山
中 

祐
子

増
田 

省
吾

田
中 

昭
一

平
井

　 誠

篠
島 

昌
之

令和元年度各会計決算・賛否討論

しもつま市議会だより５ 第２２４号 ４
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経済
にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避
けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥るこ
とが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現される
よう、強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨
　時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を
　確保すること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じ
　るとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制
　については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断
　すること。

５　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・
　家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例
　の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、
　今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和２年９月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆 議 院 議 長　　大島　理森　殿　　　　参 議 院 議 長　　山東　昭子　殿
　　　　　　　内閣総理大臣　　菅　　義偉　殿　　　　内閣官房長官　　加藤　勝信　殿
　　　　　　　総  務  大  臣　　武田　良太　殿　　　　財  務  大  臣　　麻生　太郎　殿
　　　　　　　経済産業大臣　　梶山　弘志　殿　　　　経済再生担当大臣　　西村　康稔　殿
　　　　　　　まち・ひと・しごと創生担当大臣　　坂本　哲志　殿

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積し

ており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困

難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配措置ではなく抜本的

な定数改善に基づく教職員定数改善が不可欠です。

　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き

下げられました。厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われていますが、地方自治体の財政を

圧迫しています。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでいても、

一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は

不可欠です。

　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育

行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること。

２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和２年９月１６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆 議 院 議 長　　大島　理森　殿

　　　　　　　参 議 院 議 長　　山東　昭子　殿

　　　　　　　内閣総理大臣　　菅　　義偉　殿

　　　　　　　財  務  大  臣　　麻生　太郎　殿

　　　　　　　総  務  大  臣　　武田　良太　殿

　　　　　　　文部科学大臣　　萩生田 光一　殿
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デジタル設備工事に伴い、新たに整備された屋外拡声子局

【
一
括
方
式
】

岡
田
正
美 

議
員

１
　
宇
梶
　
浩
太
　
議
員

　
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
へ
の
対
応
に
つ
い
て

２
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
経
済
減
速
に
伴
う
市
税
収
入
減
、

　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
防
止
と

　
　
　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
２
　
防
災
行
政
無
線
は
改
善
だ
っ
た

　
　
　
の
か

３
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
規
模
企
業
　

　
　
　
（
中
小
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
）

　
　
　
へ
の
影
響
や
今
後
の
対
策
に
つ

　
　
　
い
て

４
　
鈴
木
　
牧
　
議
員

　
１
　
死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き
の
簡

　
　
　
素
化
に
つ
い
て

５
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と
費
用
の

　
　
　
補
助
に
つ
い
て

　
２
　
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

　
３
　
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
エ
ア
コ

　
　
　
ン
設
置
に
つ
い
て

６
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　
　
大
の
中
で
の
こ
れ
か
ら
の
施
策

　
　
　
に
つ
い
て

７
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
昨
年
の
一
般
質
問
提
案
事
項
の

　
　
　
そ
の
後
に
つ
い
て

　
２
　
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
提
案

８
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
防
災
無
線
の
音
量
に
つ
い
て

　
２
　
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

９
　
木
村
　
穂
摘
　
議
員

　
１
　
新
た
な
財
源
確
保
ネ
ー
ミ
ン
グ

　
　
　
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て

10
　
浅
野
　
通
生
　
議
員

　
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　
小
中
学
生
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛
の

　
　
　
代
替
え
案
に
つ
い
て

11
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
令
和
元
年
12
月
執
行
の
下
妻
市

　
　
　
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る

　
　
　
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
申

　
　
　
出
に
対
す
る
決
定
の
経
緯
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
利
用
の
た
め

　
　
　
県
補
正
予
算
と
し
て
、
調
査
・

　
　
　
計
画
策
定
費
用
を
盛
り
込
む
と

　
　
　
の
発
表
を
受
け
て
の
下
妻
市
と

　
　
　
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

12
　
程
塚
　
智
則
　
議
員

　
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

　
　
　
災
害
発
生
に
よ
る
避
難
所
に
つ

　
　
　
い
て

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 

令
和
二
年
第
三
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
、一
般
質
問
の
時
間
を
前
定
例
会
に
引
き
続
き
60
分
か
ら
30
分
に

短
縮
し
て
行
わ
れ
、12
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

しもつま市議会だより 第２２４号 

一　般　質　問一　般　質　問

９ ８

※令和２年第３回定例会から、
　インターネット映像配信サー
　ビス「YouTube」を利用して
　一般質問の録画配信を始めま
　した。

一般質問の
YouTube
録画配信

　
　
　
　
　
誤
っ
た
情
報
や
デ
マ
が
出

　
　
　
　
回
る
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
だ
け
で
な
く
、平
時
や
災
害
時

に
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に

妨
げ
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。誤

っ
た
情
報
を
打
ち
消
す
た
め
に
は
、正

確
な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
が
、ど

の
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
ほ
か
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　
　
　
染
症
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

主
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

市
民
の
健
康
相
談
や
感
染
予
防
対
策
、

報
道
等
の
真
偽
に
関
す
る
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
る
。特
に
市
内
で
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
の
個
人
情
報
に
関
す
る
問

合
せ
が
増
え
て
い
る
が
、感
染
者
の
行

動
歴
等
の
聞
き
取
り
や
濃
厚
接
触
者

の
特
定
と
公
表
は
全
て
県
が
実
施
し
、

本
市
で
は
県
が
公
表
し
た
内
容
以
外

の
情
報
を
把
握
、公
表
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
現
在
、新
た
な
情
報
発
信
の
手
段
と

し
て
、国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
最
も
利
用
者
が
多
く
、情
報
の
一
斉

配
信
も
可
能
な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発

信
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
正
し
い
情
報
を
様
々
な
方
法
で
い
ち

早
く
繰
り
返
し
発
信
し
続
け
、情
報
の

浸
透
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、市
民
に
お
い
て
は
、出
ど
こ
ろ
が
不

明
な
情
報
等
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

冷
静
な
判
断
、行
動
、対
応
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

　
　
　
　
　
政
府
の
方
針
で
ア
ナ
ロ

　
　
　
　
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
と
な

り
、よ
く
聞
こ
え
、情
報
の
多
重
化
に

沿
っ
た
改
善
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、住
民
か
ら
は
聞
こ
え
に
く
い
な

ど
、不
評
の
声
が
多
い
。

　
ま
た
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
従
前
の

防
災
ラ
ジ
オ
も
使
え
な
く
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、懇
切
丁
寧
な
説
明
も
必
要
で

あ
る
。今
後
の
改
善
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
今
回
の
整
備
で
は
高
性

　
　
　
　
能
の
防
災
ス
リ
ム
ス
ピ
ー

カ
ー
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、音
の

広
が
り
が
左
右
に
広
く
、音
が
よ
り
遠

く
に
届
き
、広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
で
き
る

と
と
も
に
、音
の
上
下
の
広
が
り
が
従

来
に
比
べ
狭
い
た
め
、真
下
で
の
う
る
さ

さ
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。ス
ピ
ー
カ
ー
を

こ
れ
ま
で
と
同
数
設
置
し
た
場
合
、音

が
重
な
っ
て
反
響
し
、聞
き
取
り
づ
ら

く
な
る
た
め
、屋
外
子
局
を
１
０
４
基

か
ら
55
基
に
し
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
、近
く
で
放
送
し
て
い
た
子
局
が
廃

局
と
な
り
、聞
こ
え
方
が
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
で
、聞
き
取
れ
な
い
な
ど
の
問

合
せ
が
数
多
く
き
て
い
る
。ま
た
、整

備
済
み
の
デ
ジ
タ
ル
子
局
の
音
達
調
査

に
よ
り
、放
送
の
聞
き
取
り
づ
ら
い
地

点
も
出
て
き
て
お
り
、屋
外
子
局
の
ス

ピ
ー
カ
ー
の
角
度
調
整
な
ど
の
改
善
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
防
災
ア
プ
リ
や
防
災

ポ
ー
タ
ル
の
運
用
を
開
始
し
、市
民
に

周
知
を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、屋
内
受
信
機
の
導
入
に
つい
て

は
既
に
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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回
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心
・
安
全
を
守
る
た
め
に

妨
げ
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。誤

っ
た
情
報
を
打
ち
消
す
た
め
に
は
、正

確
な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
が
、ど

の
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
ほ
か
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　
　
　
染
症
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

主
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

市
民
の
健
康
相
談
や
感
染
予
防
対
策
、

報
道
等
の
真
偽
に
関
す
る
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
る
。特
に
市
内
で
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
の
個
人
情
報
に
関
す
る
問

合
せ
が
増
え
て
い
る
が
、感
染
者
の
行

動
歴
等
の
聞
き
取
り
や
濃
厚
接
触
者

の
特
定
と
公
表
は
全
て
県
が
実
施
し
、

本
市
で
は
県
が
公
表
し
た
内
容
以
外

の
情
報
を
把
握
、公
表
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
現
在
、新
た
な
情
報
発
信
の
手
段
と

し
て
、国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
最
も
利
用
者
が
多
く
、情
報
の
一
斉

配
信
も
可
能
な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発

信
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
正
し
い
情
報
を
様
々
な
方
法
で
い
ち

早
く
繰
り
返
し
発
信
し
続
け
、情
報
の

浸
透
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、市
民
に
お
い
て
は
、出
ど
こ
ろ
が
不

明
な
情
報
等
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

冷
静
な
判
断
、行
動
、対
応
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

●●●●●●●

●●●●
●●●●
●●●●
●●●●

●●●
●●●
●●●
●●●

●●●●
●●●●
●●●●
●●●●

●●●
●●●
●●●
●●●

●●●●
●●●●
●●●●
●●●●

●●●
●●●
●●●
●●●

●●●●
●●●●
●●●●
●●●●

●●●
●●●
●●●
●●●

●●●●●●●　
　
　
　
　
政
府
の
方
針
で
ア
ナ
ロ

　
　
　
　
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
と
な

り
、よ
く
聞
こ
え
、情
報
の
多
重
化
に

沿
っ
た
改
善
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、住
民
か
ら
は
聞
こ
え
に
く
い
な

ど
、不
評
の
声
が
多
い
。

　
ま
た
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
従
前
の

防
災
ラ
ジ
オ
も
使
え
な
く
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、懇
切
丁
寧
な
説
明
も
必
要
で

あ
る
。今
後
の
改
善
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
今
回
の
整
備
で
は
高
性

　
　
　
　
能
の
防
災
ス
リ
ム
ス
ピ
ー

カ
ー
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、音
の

広
が
り
が
左
右
に
広
く
、音
が
よ
り
遠

く
に
届
き
、広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
で
き
る

と
と
も
に
、音
の
上
下
の
広
が
り
が
従

来
に
比
べ
狭
い
た
め
、真
下
で
の
う
る
さ

さ
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。ス
ピ
ー
カ
ー
を

こ
れ
ま
で
と
同
数
設
置
し
た
場
合
、音

が
重
な
っ
て
反
響
し
、聞
き
取
り
づ
ら

く
な
る
た
め
、屋
外
子
局
を
１
０
４
基

か
ら
55
基
に
し
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
、近
く
で
放
送
し
て
い
た
子
局
が
廃

局
と
な
り
、聞
こ
え
方
が
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
で
、聞
き
取
れ
な
い
な
ど
の
問

合
せ
が
数
多
く
き
て
い
る
。ま
た
、整

備
済
み
の
デ
ジ
タ
ル
子
局
の
音
達
調
査

に
よ
り
、放
送
の
聞
き
取
り
づ
ら
い
地

点
も
出
て
き
て
お
り
、屋
外
子
局
の
ス

ピ
ー
カ
ー
の
角
度
調
整
な
ど
の
改
善
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
防
災
ア
プ
リ
や
防
災

ポ
ー
タ
ル
の
運
用
を
開
始
し
、市
民
に

周
知
を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、屋
内
受
信
機
の
導
入
に
つい
て

は
既
に
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

防
災
行
政
無
線
は

改
善
だ
っ
た
の
か
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新
た
な
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

情
報
発
信
の
準
備
を
進
め
て
い
る



　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は

　
　
　
　
長
期
戦
が
予
想
さ
れ
、市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、さ
ら
な
る
施

策
が
必
要
で
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式

の
実
施
に
誰
も
が
自
発
的
に
好
ん
で
行

動
し
や
す
く
な
る
よ
う
、伝
え
方
の
工

夫
と
し
て
、望
ま
し
い
行
動
を
自
発
的

に
促
し
、強
制
で
は
な
く
、人
の
心
理

に
働
き
か
け
る
ナ
ッ
ジ
の
活
用
が
有
効

と
思
う
。や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
で
き

る
の
が
ナ
ッ
ジ
の
利
点
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
ナ
ッ
ジ
推
進
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
ナ
ッ
ジ
と
は
、人
々
の
日

　
　
　
　
常
の
行
動
に
ち
ょっ
と
し
た

き
っ
か
け
を
与
え
た
り
、そ
っ
と
後
押
し

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
よ
い
選
択
を

自
発
的
に
と
れ
る
よ
う
導
く
行
動
科

学
に
基
づ
い
た
手
法
で
、既
存
の
施
策

を
補
完
し
、実
効
性
・
効
率
性
を
高
め

る
た
め
に
用
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
省
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、こ
の
ナ
ッ
ジ
の
活

用
を
推
進
し
て
お
り
、施
設
内
の
手
指

消
毒
対
策
と
し
て
、床
に
矢
印
の
ラ
イ

ン
を
引
い
て
動
線
を
示
す
こ
と
や
、注

意
喚
起
の
文
字
は
一
目
瞭
然
で
分
か

る
よ
う
単
純
化
す
る
、メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

高
い
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
、感

染
防
止
対
策
の
た
め
に
人
々
の
行
動
変

容
を
促
す
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
取
組
を
公
表
し
て
い

る
。

　
本
市
と
し
て
も
、先
駆
事
例
を
参
考

に
し
、よ
り
多
く
の
市
民
が
自
発
的
に

感
染
防
止
対
策
に
取
組
め
る
よ
う
、ナ

ッ
ジ
を
積
極
的
に
取
入
れ
て
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
中
で
の
こ
れ
か

ら
の
施
策
に
つ
い
て
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本庁舎で実践しているナッジの活用

【
一
括
方
式
】

山
中
祐
子 

議
員

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠 

議
員
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身
内
が
亡
く
な
っ
た
際
、

　
　
　
　
遺
族
は
市
役
所
に
出
向
き
、

様
々
な
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。書
類
や
関
係
窓
口
も
大
変
多
く
、

煩
雑
で
あ
り
、手
続
き
の
負
担
だ
け
で

な
く
、悲
し
み
の
中
で
の
心
の
負
担
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
付
す
る
窓
口
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
総
合
窓
口
は
死
亡
届
に

　
　
　
　
伴
う
諸
手
続
き
を
一
つ
の

窓
口
の
み
で
完
結
で
き
、市
民
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
一
方
で
、複
数
の

法
令
や
制
度
に
精
通
し
た
職
員
の
養

成
や
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
課
題

に
な
る
ほ
か
、他
市
の
事
例
で
は
、利
用

に
事
前
予
約
が
必
要
な
場
合
や
手
続

き
を
限
定
し
て
い
る
状
況
も
見
受
け

ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、新
庁
舎
建
設
を
踏
ま
え

た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

行
政
管
理
改
善
委
員
会
で
協
議
を
行

い
、総
合
窓
口
は
設
置
せ
ず
に
、来
庁

者
の
移
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
庁
舎
で
は
、市
民
課
、保
険
年
金
課
、

介
護
保
険
課
な
ど
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集

約
す
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、諸

手
続
き
を
最
小
限
の
移
動
で
完
結
す

る
こ
と
が
で
き
、所
用
時
間
の
短
縮
を

図
る
と
と
も
に
、き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
今
後
、国
に
よ
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
個
別
施
策
等
の
動
向

等
も
注
視
し
な
が
ら
、情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
、諸
手
続
き
の
利
便
性
の
向

上
や
行
政
運
営
の
簡
素
化
、効
率
化
に

努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
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死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き

の
簡
素
化
に
つ
い
て

新庁舎では市民利用が多い窓口をワンフロアに集約することとしている
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助
成
等
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
調
査
研
究
し
て
い
く

【
一
括
方
式
】

原
部

　司 

議
員

　
　
　
　
　
自
治
体
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　
　
　
　
検
査
拡
充
の
取
組
が
始
ま
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、県
内
で
も
龍
ヶ

崎
市
で
取
組
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、介
護
施
設
や
医
療

施
設
、教
育
機
関
な
ど
の
集
団
感
染
が

心
配
さ
れ
る
職
場
の
職
員
に
対
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と
費
用
の
補
助
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
介
護
施
設
な
ど
で
は
、ウ

　
　
　
　
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
、

広
げ
な
い
こ
と
に
留
意
し
、感
染
経
路

を
断
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、入
所
者

や
職
員
、面
会
者
や
施
設
関
係
者
等
へ

の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。特
に
、施
設
職
員
は
出
勤
前
の
検

温
な
ど
、日
々
の
体
調
管
理
を
徹
底
す

る
な
ど
の
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

ま
た
、重
症
化
や
集
団
感
染
発
生
の
場

合
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、

施
設
内
で
感
染
が
１
例
で
も
出
た
場

合
は
、全
て
の
施
設
職
員
や
入
所
者
な

ど
の
関
係
者
に
対
し
、公
的
負
担
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、感
染
の
疑
い
が
な
く
、事
前

予
防
等
の
た
め
に
検
査
を
す
る
場
合
の

検
査
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、

長
期
的
な
予
防
対
策
に
は
通
所
利
用

者
や
職
員
な
ど
定
期
的
、継
続
的
な
検

査
が
必
要
と
な
る
た
め
、現
在
の
財
政

状
況
を
踏
ま
え
る
と
施
設
職
員
を
対

象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
助
成
は
困

難
で
あ
る
。

　
今
後
、検
査
費
の
助
成
等
に
つ
い
て

は
、国
・
県
の
感
染
症
対
策
の
動
向
を

注
視
し
、他
自
治
体
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と

費
用
の
補
助
に
つ
い
て
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新型コロナウイルス感染症対策融資制度が
創設され、多くの事業者が利用している

一　般　質　問
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地
域
社
会
の
中
で
事
業

　
　
　
　
を
営
む
小
規
模
企
業
者
に

お
い
て
は
、将
来
に
対
す
る
不
安
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。本
市

に
お
い
て
も
、休
業
や
廃
業
を
考
え
て

い
る
企
業
も
あ
る
よ
う
で
、ま
さ
に
非

常
事
態
と
受
け
止
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。地
域
を
支
え
て
き

た
小
規
模
企
業
者
に
対
策
を
講
じ
、将

来
、不
況
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
経
営
の
安
定
に
支
障
が

　
　
　
　
生
じ
て
い
る
小
規
模
事
業

者
の
資
金
繰
り
支
援
策
と
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
融
資
制

度
が
創
設
さ
れ
、多
く
の
事
業
者
が
利

用
し
て
い
る
。同
融
資
に
は
、中
小
企
業

信
用
保
険
法
に
定
め
る
市
の
認
定
が

必
要
で
あ
り
、本
市
で
は
本
年
３
月
に

認
定
を
開
始
し
、９
月
１
日
現
在
で
３

５
９
件
を
認
定
し
て
い
る
。

　
市
内
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
思
わ
れ
る
休
業

や
廃
業
が
数
件
見
受
け
ら
れ
る
。多
く

の
小
規
模
事
業
者
が
早
急
に
資
金
繰

り
支
援
を
必
要
と
し
て
お
り
、当
該
認

定
を
含
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
施
策
を
最
優
先
と
考
え
、迅
速
に
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、国
や
県
で
行
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
施
策
や
労
働
者

の
支
援
に
関
す
る
相
談
等
も
あ
り
、関

係
部
署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、相
談
者
に
合
っ

た
支
援
制
度
を
案
内
し
て
い
る
。

　
市
内
小
規
模
事
業
者
や
労
働
者
が

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
で
取
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
規
模
企
業

（
中
小
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
）

へ
の
影
響
や
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
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【
一
括
方
式
】

鈴
木

　牧 

議
員
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新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は

　
　
　
　
長
期
戦
が
予
想
さ
れ
、市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、さ
ら
な
る
施

策
が
必
要
で
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式

の
実
施
に
誰
も
が
自
発
的
に
好
ん
で
行

動
し
や
す
く
な
る
よ
う
、伝
え
方
の
工

夫
と
し
て
、望
ま
し
い
行
動
を
自
発
的

に
促
し
、強
制
で
は
な
く
、人
の
心
理

に
働
き
か
け
る
ナ
ッ
ジ
の
活
用
が
有
効

と
思
う
。や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
で
き

る
の
が
ナ
ッ
ジ
の
利
点
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
ナ
ッ
ジ
推
進
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
ナ
ッ
ジ
と
は
、人
々
の
日

　
　
　
　
常
の
行
動
に
ち
ょっ
と
し
た

き
っ
か
け
を
与
え
た
り
、そ
っ
と
後
押
し

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
よ
い
選
択
を

自
発
的
に
と
れ
る
よ
う
導
く
行
動
科

学
に
基
づ
い
た
手
法
で
、既
存
の
施
策

を
補
完
し
、実
効
性
・
効
率
性
を
高
め

る
た
め
に
用
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
省
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、こ
の
ナ
ッ
ジ
の
活

用
を
推
進
し
て
お
り
、施
設
内
の
手
指

消
毒
対
策
と
し
て
、床
に
矢
印
の
ラ
イ

ン
を
引
い
て
動
線
を
示
す
こ
と
や
、注

意
喚
起
の
文
字
は
一
目
瞭
然
で
分
か

る
よ
う
単
純
化
す
る
、メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

高
い
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
、感

染
防
止
対
策
の
た
め
に
人
々
の
行
動
変

容
を
促
す
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
取
組
を
公
表
し
て
い

る
。

　
本
市
と
し
て
も
、先
駆
事
例
を
参
考

に
し
、よ
り
多
く
の
市
民
が
自
発
的
に

感
染
防
止
対
策
に
取
組
め
る
よ
う
、ナ

ッ
ジ
を
積
極
的
に
取
入
れ
て
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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質
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
中
で
の
こ
れ
か

ら
の
施
策
に
つ
い
て
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本庁舎で実践しているナッジの活用

【
一
括
方
式
】

山
中
祐
子 

議
員

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠 

議
員

　
　
　
　
　
身
内
が
亡
く
な
っ
た
際
、

　
　
　
　
遺
族
は
市
役
所
に
出
向
き
、

様
々
な
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。書
類
や
関
係
窓
口
も
大
変
多
く
、

煩
雑
で
あ
り
、手
続
き
の
負
担
だ
け
で

な
く
、悲
し
み
の
中
で
の
心
の
負
担
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
付
す
る
窓
口
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
総
合
窓
口
は
死
亡
届
に

　
　
　
　
伴
う
諸
手
続
き
を
一
つ
の

窓
口
の
み
で
完
結
で
き
、市
民
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
一
方
で
、複
数
の

法
令
や
制
度
に
精
通
し
た
職
員
の
養

成
や
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
課
題

に
な
る
ほ
か
、他
市
の
事
例
で
は
、利
用

に
事
前
予
約
が
必
要
な
場
合
や
手
続

き
を
限
定
し
て
い
る
状
況
も
見
受
け

ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、新
庁
舎
建
設
を
踏
ま
え

た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

行
政
管
理
改
善
委
員
会
で
協
議
を
行

い
、総
合
窓
口
は
設
置
せ
ず
に
、来
庁

者
の
移
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
庁
舎
で
は
、市
民
課
、保
険
年
金
課
、

介
護
保
険
課
な
ど
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集

約
す
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、諸

手
続
き
を
最
小
限
の
移
動
で
完
結
す

る
こ
と
が
で
き
、所
用
時
間
の
短
縮
を

図
る
と
と
も
に
、き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
今
後
、国
に
よ
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
個
別
施
策
等
の
動
向

等
も
注
視
し
な
が
ら
、情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
、諸
手
続
き
の
利
便
性
の
向

上
や
行
政
運
営
の
簡
素
化
、効
率
化
に

努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き

の
簡
素
化
に
つ
い
て

新庁舎では市民利用が多い窓口をワンフロアに集約することとしている
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助
成
等
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
調
査
研
究
し
て
い
く

【
一
括
方
式
】

原
部

　司 

議
員
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自
治
体
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　
　
　
　
検
査
拡
充
の
取
組
が
始
ま
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、県
内
で
も
龍
ヶ

崎
市
で
取
組
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、介
護
施
設
や
医
療

施
設
、教
育
機
関
な
ど
の
集
団
感
染
が

心
配
さ
れ
る
職
場
の
職
員
に
対
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と
費
用
の
補
助
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
介
護
施
設
な
ど
で
は
、ウ

　
　
　
　
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
、

広
げ
な
い
こ
と
に
留
意
し
、感
染
経
路

を
断
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、入
所
者

や
職
員
、面
会
者
や
施
設
関
係
者
等
へ

の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。特
に
、施
設
職
員
は
出
勤
前
の
検

温
な
ど
、日
々
の
体
調
管
理
を
徹
底
す

る
な
ど
の
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

ま
た
、重
症
化
や
集
団
感
染
発
生
の
場

合
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、

施
設
内
で
感
染
が
１
例
で
も
出
た
場

合
は
、全
て
の
施
設
職
員
や
入
所
者
な

ど
の
関
係
者
に
対
し
、公
的
負
担
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、感
染
の
疑
い
が
な
く
、事
前

予
防
等
の
た
め
に
検
査
を
す
る
場
合
の

検
査
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、

長
期
的
な
予
防
対
策
に
は
通
所
利
用

者
や
職
員
な
ど
定
期
的
、継
続
的
な
検

査
が
必
要
と
な
る
た
め
、現
在
の
財
政

状
況
を
踏
ま
え
る
と
施
設
職
員
を
対

象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
助
成
は
困

難
で
あ
る
。

　
今
後
、検
査
費
の
助
成
等
に
つ
い
て

は
、国
・
県
の
感
染
症
対
策
の
動
向
を

注
視
し
、他
自
治
体
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と

費
用
の
補
助
に
つ
い
て
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新型コロナウイルス感染症対策融資制度が
創設され、多くの事業者が利用している

一　般　質　問
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地
域
社
会
の
中
で
事
業

　
　
　
　
を
営
む
小
規
模
企
業
者
に

お
い
て
は
、将
来
に
対
す
る
不
安
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。本
市

に
お
い
て
も
、休
業
や
廃
業
を
考
え
て

い
る
企
業
も
あ
る
よ
う
で
、ま
さ
に
非

常
事
態
と
受
け
止
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。地
域
を
支
え
て
き

た
小
規
模
企
業
者
に
対
策
を
講
じ
、将

来
、不
況
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
経
営
の
安
定
に
支
障
が

　
　
　
　
生
じ
て
い
る
小
規
模
事
業

者
の
資
金
繰
り
支
援
策
と
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
融
資
制

度
が
創
設
さ
れ
、多
く
の
事
業
者
が
利

用
し
て
い
る
。同
融
資
に
は
、中
小
企
業

信
用
保
険
法
に
定
め
る
市
の
認
定
が

必
要
で
あ
り
、本
市
で
は
本
年
３
月
に

認
定
を
開
始
し
、９
月
１
日
現
在
で
３

５
９
件
を
認
定
し
て
い
る
。

　
市
内
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
思
わ
れ
る
休
業

や
廃
業
が
数
件
見
受
け
ら
れ
る
。多
く

の
小
規
模
事
業
者
が
早
急
に
資
金
繰

り
支
援
を
必
要
と
し
て
お
り
、当
該
認

定
を
含
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
施
策
を
最
優
先
と
考
え
、迅
速
に
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、国
や
県
で
行
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
施
策
や
労
働
者

の
支
援
に
関
す
る
相
談
等
も
あ
り
、関

係
部
署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、相
談
者
に
合
っ

た
支
援
制
度
を
案
内
し
て
い
る
。

　
市
内
小
規
模
事
業
者
や
労
働
者
が

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
で
取
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
規
模
企
業

（
中
小
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
）

へ
の
影
響
や
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
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【
一
括
方
式
】

鈴
木

　牧 

議
員



　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
よ
り
、小
・
中
学
校
に
お
い

て
、修
学
旅
行
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り

自
粛
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
学
校
行
事
は
、各
学
校

　
　
　
　
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
年
間
計
画
の
中
で
進
め
る
も
の

で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
十
分
な
協
議
の
も
と
、

決
定
し
て
い
る
。

　
現
在
、学
校
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
、十
分
な
対
策

を
行
い
な
が
ら
日
々
の
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、ど
ん
な
に

感
染
対
策
を
行
っ
て
も
対
策
の
困
難
な

活
動
が
あ
り
、検
討
を
重
ね
た
結
果
、

実
施
を
見
合
わ
せ
た
学
校
行
事
も
あ

る
。泊
ま
り
を
伴
う
修
学
旅
行
や
宿

泊
学
習
、遠
足
な
ど
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
の
話
し
合
い
、校
内
や
校
長

会
に
お
い
て
も
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

７
月
以
降
、感
染
症
が
全
国
的
に
増
加

傾
向
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
不
安
の
声
が

高
ま
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
意
形
成
の
も

と
、各
学
校
で
判
断
し
、中
止
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
自
粛
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
が
、子
ど
も
た
ち

に
は
、で
き
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
の

で
は
な
く
、感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、今
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
、学
校
だ
か
ら
こ
そ
、友
達
が
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
く
よ
う
、学
校
を
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
小
中
学
生
の
イ
ベ
ン
ト
自

粛
の
代
替
え
案
に
つ
い
て
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運動会の代替案として開催された校内運動会
（大形小学校）
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日
本
語
の
分
か
ら
な
い

　
　
　
　
外
国
人
の
ゴ
ミ
分
別
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
指
導
、説
明
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、高
齢
者
や
身
障
者
世
帯
の
ゴ

ミ
集
積
所
ま
で
が
難
儀
に
な
っ
た
世
帯

の
ゴ
ミ
収
集
の
在
り
方
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
、ペ
ル
ー
、中
国
を

は
じ
め
34
か
国
の
外
国
人
が
在
住
し
て

お
り
、転
入
手
続
き
の
際
に
、ご
み
袋

引
換
券
の
ほ
か
、８
か
国
語
に
よ
る
ゴ
ミ

出
し
の
ル
ー
ル
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
冊

子
を
配
布
し
て
い
る
。住
居
と
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
集
合
住
宅
で
あ
る
こ
と
か

ら
、ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
散

乱
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、住
宅
管

理
会
社
に
連
絡
し
、対
応
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
ま
た
、集
積
所
へ
の
ゴ
ミ
出
し
が
困

難
な
世
帯
に
対
す
る
支
援
は
、社
会
福

祉
協
議
会
が
生
活
支
援
と
し
て
、あ
お

ぞ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

利
用
状
況
と
し
て
は
、家
事
支
援
が
大

半
で
あ
る
が
、ゴ
ミ
出
し
を
受
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。地
域

に
よ
っ
て
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
を
近
隣
で
声
を
掛
け
合
っ
て

支
援
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
団
体
の
育
成
、支

援
を
す
る
た
め
、昨
年
度
か
ら
下
妻
市

地
域
支
え
合
い
活
動
団
体
支
援
補
助

金
の
制
度
を
開
始
し
て
い
る
。現
在
の

と
こ
ろ
、補
助
対
象
団
体
は
な
い
が
、地

域
支
え
合
い
活
動
が
推
進
す
る
よ
う
、

市
民
や
活
動
団
体
に
対
し
、周
知
を
図

り
事
業
の
取
組
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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ゴ
ミ
収
集
に
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い
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【
一
問
一
答
方
式
】

斯
波
元
気 

議
員
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筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
と
の
災

　
　
　
　
害
協
定
に
つ
い
て
、収
容
人

数
や
避
難
所
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、避
難
所
の
選
択
肢
が
多
く
あ

る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、市

民
は
ど
の
様
な
選
択
を
す
る
の
が
よ
い

の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
よ
り
多
く
の
避
難
所
の

　
　
　
　
確
保
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
新
た
な

避
難
所
を
模
索
す
る
中
、提
案
さ
れ
た

筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
と
本
年
８
月
に
避
難

所
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。災
害
時
に
は
、施
設
内
の
筑
波

サ
ー
キ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

密
を
避
け
る
場
合
に
は
約
１
５
０
人
、

駐
車
場
は
約
２
０
０
台
の
車
中
避
難

等
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。避
難
所
の

開
設
は
、初
め
に
基
幹
避
難
所
を
開
設

し
、不
足
す
る
場
合
に
小
・
中
学
校
の

教
室
、次
に
基
幹
避
難
所
以
外
の
市
が

管
理
す
る
施
設
の
開
設
を
考
え
、担
当

職
員
を
選
任
し
て
い
る
。民
間
施
設
で

あ
る
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
施

設
を
開
設
し
て
も
、さ
ら
に
不
足
す
る

場
合
、市
か
ら
開
設
要
請
を
し
、運
営

を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
避
難
先
の
選
択
と
し
て
、ま
ず
自
宅

が
安
全
か
否
か
に
よ
り
、在
宅
避
難
や

自
宅
以
外
の
避
難
な
ど
を
検
討
し
、安

全
な
地
域
に
い
る
親
戚
や
友
人
宅
へ
の

避
難
、あ
る
い
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
利
用
、

安
全
な
車
中
待
機
な
ど
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。避
難
所
に
避
難
す
る
場
合

は
、マ
ス
ク
や
消
毒
液
、体
温
計
な
ど
感

染
防
止
の
た
め
の
物
資
の
持
参
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

昨
年
の
一
般
質
問
提
案

事
項
の
そ
の
後
に
つ
い
て

避難所施設利用に関する協定が締結された筑波サーキットホール
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答
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公
共
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

　
　
　
　
化
施
設
、公
園
等
の
ハ
ー
ド

事
業
だ
け
で
な
く
、イ
ベ
ン
ト
等
の
ソ
フ

ト
事
業
に
も
導
入
さ
れ
、自
治
体
が
施

設
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、企
業
が
施
設
、

愛
称
な
ど
の
内
容
を
提
案
す
る
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
募
集
方
法
が
増
え
て

き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導

入
し
、歳
入
を
増
や
す
施
策
の
可
能
性

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
あ

　
　
　
　
ら
ゆ
る
公
共
施
設
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、

命
名
権
と
は
別
に
看
板
設
置
や
現
状

復
旧
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、対

象
と
な
る
施
設
等
に
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

が
な
い
と
広
告
媒
体
に
な
ら
ず
、費
用

対
効
果
に
優
れ
な
い
と
い
う
側
面
が
あ

る
。ま
た
、施
設
利
用
者
の
混
乱
や
愛

着
が
薄
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も

あ
り
、慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
Ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
で
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
も
検
討
し
て
き
た
が
、昨
年
８

月
に
市
内
企
業
約
40
社
を
対
象
と
し

た
需
要
調
査
で
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

導
入
に
向
け
た
設
問
で
、市
内
施
設
に

お
い
て
前
向
き
に
検
討
が
可
能
で
あ
る

と
回
答
し
た
企
業
は
な
か
っ
た
。こ
の

調
査
結
果
で
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

活
用
そ
の
も
の
は
検
討
可
能
と
回
答

し
た
企
業
が
５
社
あ
り
、宣
伝
効
果
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
地
域
貢
献
も

含
め
て
一
定
の
広
告
宣
伝
費
を
計
上

し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、企
業
側
か
ら
協
力
を
得
ら
れ

る
施
設
や
条
件
等
に
つ
い
て
、研
究
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
た
な
財
源
確
保
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て

公共施設等へのネーミングライツの導入については
慎重に検討している
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一　般　質　問

しもつま市議会だより 第２２４号 

一　般　質　問

13 12

【
一
括
方
式
】

程
塚
裕
行 

議
員

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
等
の

あ
お
ぞ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業（
有
料
）を
実
施
し
て

い
る

【
一
括
方
式
】

浅
野
通
生 

議
員

【
一
括
方
式
】

木
村
穂
摘 

議
員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
よ
り
、小
・
中
学
校
に
お
い

て
、修
学
旅
行
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り

自
粛
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
学
校
行
事
は
、各
学
校

　
　
　
　
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
年
間
計
画
の
中
で
進
め
る
も
の

で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
十
分
な
協
議
の
も
と
、

決
定
し
て
い
る
。

　
現
在
、学
校
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
、十
分
な
対
策

を
行
い
な
が
ら
日
々
の
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、ど
ん
な
に

感
染
対
策
を
行
っ
て
も
対
策
の
困
難
な

活
動
が
あ
り
、検
討
を
重
ね
た
結
果
、

実
施
を
見
合
わ
せ
た
学
校
行
事
も
あ

る
。泊
ま
り
を
伴
う
修
学
旅
行
や
宿

泊
学
習
、遠
足
な
ど
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
の
話
し
合
い
、校
内
や
校
長

会
に
お
い
て
も
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

７
月
以
降
、感
染
症
が
全
国
的
に
増
加

傾
向
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
不
安
の
声
が

高
ま
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
意
形
成
の
も

と
、各
学
校
で
判
断
し
、中
止
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
自
粛
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
が
、子
ど
も
た
ち

に
は
、で
き
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
の

で
は
な
く
、感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、今
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
、学
校
だ
か
ら
こ
そ
、友
達
が
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
く
よ
う
、学
校
を
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
小
中
学
生
の
イ
ベ
ン
ト
自

粛
の
代
替
え
案
に
つ
い
て
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運動会の代替案として開催された校内運動会
（大形小学校）

　
　
　
　
　
日
本
語
の
分
か
ら
な
い

　
　
　
　
外
国
人
の
ゴ
ミ
分
別
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
指
導
、説
明
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、高
齢
者
や
身
障
者
世
帯
の
ゴ

ミ
集
積
所
ま
で
が
難
儀
に
な
っ
た
世
帯

の
ゴ
ミ
収
集
の
在
り
方
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
、ペ
ル
ー
、中
国
を

は
じ
め
34
か
国
の
外
国
人
が
在
住
し
て

お
り
、転
入
手
続
き
の
際
に
、ご
み
袋

引
換
券
の
ほ
か
、８
か
国
語
に
よ
る
ゴ
ミ

出
し
の
ル
ー
ル
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
冊

子
を
配
布
し
て
い
る
。住
居
と
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
集
合
住
宅
で
あ
る
こ
と
か

ら
、ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
散

乱
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、住
宅
管

理
会
社
に
連
絡
し
、対
応
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
ま
た
、集
積
所
へ
の
ゴ
ミ
出
し
が
困

難
な
世
帯
に
対
す
る
支
援
は
、社
会
福

祉
協
議
会
が
生
活
支
援
と
し
て
、あ
お

ぞ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

利
用
状
況
と
し
て
は
、家
事
支
援
が
大

半
で
あ
る
が
、ゴ
ミ
出
し
を
受
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。地
域

に
よ
っ
て
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
を
近
隣
で
声
を
掛
け
合
っ
て

支
援
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
団
体
の
育
成
、支

援
を
す
る
た
め
、昨
年
度
か
ら
下
妻
市

地
域
支
え
合
い
活
動
団
体
支
援
補
助

金
の
制
度
を
開
始
し
て
い
る
。現
在
の

と
こ
ろ
、補
助
対
象
団
体
は
な
い
が
、地

域
支
え
合
い
活
動
が
推
進
す
る
よ
う
、

市
民
や
活
動
団
体
に
対
し
、周
知
を
図

り
事
業
の
取
組
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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質
問

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
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【
一
問
一
答
方
式
】

斯
波
元
気 

議
員

　
　
　
　
　
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
と
の
災

　
　
　
　
害
協
定
に
つ
い
て
、収
容
人

数
や
避
難
所
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、避
難
所
の
選
択
肢
が
多
く
あ

る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、市

民
は
ど
の
様
な
選
択
を
す
る
の
が
よ
い

の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
よ
り
多
く
の
避
難
所
の

　
　
　
　
確
保
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
新
た
な

避
難
所
を
模
索
す
る
中
、提
案
さ
れ
た

筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
と
本
年
８
月
に
避
難

所
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。災
害
時
に
は
、施
設
内
の
筑
波

サ
ー
キ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

密
を
避
け
る
場
合
に
は
約
１
５
０
人
、

駐
車
場
は
約
２
０
０
台
の
車
中
避
難

等
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。避
難
所
の

開
設
は
、初
め
に
基
幹
避
難
所
を
開
設

し
、不
足
す
る
場
合
に
小
・
中
学
校
の

教
室
、次
に
基
幹
避
難
所
以
外
の
市
が

管
理
す
る
施
設
の
開
設
を
考
え
、担
当

職
員
を
選
任
し
て
い
る
。民
間
施
設
で

あ
る
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
施

設
を
開
設
し
て
も
、さ
ら
に
不
足
す
る

場
合
、市
か
ら
開
設
要
請
を
し
、運
営

を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
避
難
先
の
選
択
と
し
て
、ま
ず
自
宅

が
安
全
か
否
か
に
よ
り
、在
宅
避
難
や

自
宅
以
外
の
避
難
な
ど
を
検
討
し
、安

全
な
地
域
に
い
る
親
戚
や
友
人
宅
へ
の

避
難
、あ
る
い
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
利
用
、

安
全
な
車
中
待
機
な
ど
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。避
難
所
に
避
難
す
る
場
合

は
、マ
ス
ク
や
消
毒
液
、体
温
計
な
ど
感

染
防
止
の
た
め
の
物
資
の
持
参
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

昨
年
の
一
般
質
問
提
案

事
項
の
そ
の
後
に
つ
い
て

避難所施設利用に関する協定が締結された筑波サーキットホール
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公
共
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

　
　
　
　
化
施
設
、公
園
等
の
ハ
ー
ド

事
業
だ
け
で
な
く
、イ
ベ
ン
ト
等
の
ソ
フ

ト
事
業
に
も
導
入
さ
れ
、自
治
体
が
施

設
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、企
業
が
施
設
、

愛
称
な
ど
の
内
容
を
提
案
す
る
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
募
集
方
法
が
増
え
て

き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導

入
し
、歳
入
を
増
や
す
施
策
の
可
能
性

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
あ

　
　
　
　
ら
ゆ
る
公
共
施
設
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、

命
名
権
と
は
別
に
看
板
設
置
や
現
状

復
旧
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、対

象
と
な
る
施
設
等
に
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

が
な
い
と
広
告
媒
体
に
な
ら
ず
、費
用

対
効
果
に
優
れ
な
い
と
い
う
側
面
が
あ

る
。ま
た
、施
設
利
用
者
の
混
乱
や
愛

着
が
薄
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も

あ
り
、慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
Ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
で
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
も
検
討
し
て
き
た
が
、昨
年
８

月
に
市
内
企
業
約
40
社
を
対
象
と
し

た
需
要
調
査
で
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

導
入
に
向
け
た
設
問
で
、市
内
施
設
に

お
い
て
前
向
き
に
検
討
が
可
能
で
あ
る

と
回
答
し
た
企
業
は
な
か
っ
た
。こ
の

調
査
結
果
で
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

活
用
そ
の
も
の
は
検
討
可
能
と
回
答

し
た
企
業
が
５
社
あ
り
、宣
伝
効
果
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
地
域
貢
献
も

含
め
て
一
定
の
広
告
宣
伝
費
を
計
上

し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、企
業
側
か
ら
協
力
を
得
ら
れ

る
施
設
や
条
件
等
に
つ
い
て
、研
究
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
た
な
財
源
確
保
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て

公共施設等へのネーミングライツの導入については
慎重に検討している
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一　般　質　問

しもつま市議会だより 第２２４号 

一　般　質　問

13 12

【
一
括
方
式
】

程
塚
裕
行 

議
員

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
等
の

あ
お
ぞ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業（
有
料
）を
実
施
し
て

い
る

【
一
括
方
式
】

浅
野
通
生 

議
員

【
一
括
方
式
】

木
村
穂
摘 

議
員



　
下
妻
市
議
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
及
び
そ
の
家
族
、医
療
従
事
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
協
力
し
た
企
業
に

対
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み
や
誹

謗
中
傷
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
よ
う
な
行

為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、文
教
厚
生
委
員
会
で
条
例
案
を

審
議
し
、令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
に
議
員
提
出
議
案

「
下
妻
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対
す
る
思
い
や
り
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て

と
し
て
上
程
、賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
施
行
に
よ

り
、市
民
一
人
一
人
が
思

い
や
り
を
も
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
の
責
務（
第
３
条
）

　
市
は
、感
染
症
関
係
者
に
対
す
る
偏
見
等
を
な
く
す

た
め
、正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
等
、こ
の
条
例
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

も
の
と
す
る
。　

議
会
の
責
務（
第
４
条
）

　
議
会
は
、感
染
症
関
係
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
鑑

み
、市
と
連
携
し
て
、こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

市
民
の
役
割（
第
５
条
）

　
市
民
は
、相
互
に
感
染
症
関
係
者
に
対
し
、偏
見
等
の

行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、市
が
行
う
施

策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
条
例
の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、制
定
の
手

　
　
　
　
続
き
や
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
・
議
論

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。条
例
を
制
定
す
る
場
合
に
は
、憲

法
や
他
の
法
律
に
抵
触
し
な
い
こ
と
の
審
議
や
市
側
で
施

策
を
実
行
す
る
に
当
た
っ
て
の
予
算
や
人
員
の
確
保
等
の

協
議
も
必
要
だ
が
、こ
ち
ら
も
十
分
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。ま
た
、憲
法
や
市
民
憲
章
に
お
い
て
人
を
思
い
や

る
こ
と
は
表
現
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
、市
で
は
既
に
十
分

な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、市
民
に
対
し
て
も
差
別
、偏

見
等
の
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対

　
　
　
　
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き

込
み
や
誹
謗
中
傷
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の

よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
本
条
例
に
よ
り
市
及

び
議
会
の
責
務
並
び
に
市
民
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
一

人
一
人
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
賛

成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

下妻市新型コロナウイルス感染症関係者に対する思いやり条例・議会日誌

しもつま市議会だより 第２２４号 

一　般　質　問

15 14

８月に総合体育館で実施された防災訓練の様子
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
　感
染
防
止
、特
に
集
団
感

染
発
生
防
止
の
た
め
に
は
避
難
所
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
の
対
策
と
思

う
。基
幹
避
難
所
の
ほ
か
補
助
避
難
所

と
さ
れ
る
施
設
以
外
に
も
自
治
会
管

理
の
公
民
館
な
ど
、市
民
の
避
難
に
耐

え
う
る
施
設
が
多
数
あ
る
。避
難
所
の

分
散
先
と
し
て
小
規
模
な
自
治
会
の

公
民
館
な
ど
に
つ
い
て
も
空
調
等
の
施

設
の
状
況
、市
に
よ
る
借
上
げ
の
可
能

性
な
ど
を
事
前
に
調
査
し
、活
用
も
検

討
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
が
、見
解
を

伺
う
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

　
　
　
　
で
の
基
幹
避
難
所
14
か
所

に
お
い
て
、茨
城
県
か
ら
示
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏

ま
え
た
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
を
算
出

す
る
と
収
容
人
数
は
従
来
の
約
４
割

と
な
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、収
容

人
数
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、基
幹
避
難
所
の
う
ち
、小
・
中

学
校
に
つ
い
て
は
、体
育
館
に
加
え
て
教

室
等
も
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。災
害

時
の
状
況
等
に
よ
っ
て
避
難
所
が
大
き

く
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、分
散
避
難
等
の
周
知
に
も
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、市
の
避
難
所
に
も
限
り
が
あ

り
、各
地
区
の
公
民
館
な
ど
地
元
で
管

理
運
営
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
活
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、活
用
の
周

知
・
広
報
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、事
前
に
借
上
げ
が

可
能
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
治
会

と
地
元
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
の
災
害
発
生
に
よ
る

避
難
所
に
つ
い
て
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【
一
括
方
式
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程
塚
智
則 

議
員
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　砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地

　
　
　
　利
用
に
つ
い
て
、「
水
辺
の
交

流
拠
点
に
」と
の
見
出
し
で
新
聞
発
表

が
あ
っ
た
が
、い
か
な
る
施
設
を
つ
く
る

に
し
て
も
、砂
沼
の
水
質
向
上
が
必
須

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
県
の
方
針
と
し
て
は
水

　
　
　
　
辺
を
生
か
し
た
通
年
型
の

交
流
拠
点
と
な
る
施
設
を
民
間
事
業

者
に
よ
る
独
立
採
算
で
や
っ
て
い
け
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、跡
地
利
活
用

の
た
め
の
調
査
、計
画
策
定
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
。今
後
の
県
の
動
向
に
対
し

て
引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、砂

沼
西
岸
地
区
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
と
相
乗

効
果
を
狙
い
、本
市
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
協
議
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
砂
沼
は
、砂
沼
広
域
公
園
や
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
、春
に
は
桜
の
名
所
と
し

て
も
知
ら
れ
て
お
り
、農
林
水
産
省
の

た
め
池
百
選
に
も
選
出
さ
れ
、貴
重
な

観
光
資
源
で
も
あ
り
、水
質
を
含
む
砂

沼
の
環
境
は
重
要
な
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
年
、環
境
に
関
す
る
重
点

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な

活
動
計
画
と
し
て
、下
妻
市
環
境
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
委
員
会
に
は
、

砂
沼
専
門
部
会
を
設
置
し
、学
識
経

験
者
を
交
え
、砂
沼
の
水
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必

要
か
を
検
討
し
、実
効
性
の
高
い
施
策

に
つ
い
て
、具
体
的
な
活
動
内
容
、実
施

主
体
、目
標
な
ど
を
環
境
ア
ク
シ
ョン
プ

ラ
ン
に
盛
り
込
む
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
利
用
の

た
め
県
補
正
予
算
と
し
て
、

調
査
・
計
画
策
定
費
用
を

盛
り
込
む
と
の
発
表
を
受

け
て
の
下
妻
市
と
し
て
の

対
応
に
つ
い
て

　
　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

重要な課題の一つである砂沼の水質向上

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節 

議
員

条
例
の
主
な
内
容

条
例
に
対
す
る
賛
否
討
論

６
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

　
　
　
合
全
員
協
議
会
・
臨
時

　
　
　
会

20
日
　
月
例
会

      

　
全
員
協
議
会

      

　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

      

　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

　
　
　
療
広
域
連
合
議
会
定
例

　
　
　
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

１
日
〜
16
日

　
　
　
第
３
回
下
妻
市
議
会
定

　
　
　
例
会

１
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、

　
　
　
説
明

２
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

３
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

４
日
　
経
済
建
設
委
員
会

７
日
　
予
算
特
別
委
員
会

      

　
決
算
特
別
委
員
会

８
日
　
決
算
特
別
委
員
会

９
日
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

11
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

14
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

      

　
議
会
運
営
委
員
会

16
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、

　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決
、

　
　
　
閉
会

      

　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員

　
　
　
会

28
日
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

    ２
日
　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長

　
　
　
会
臨
時
会

16
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
定
例
会

19
日
　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市

　
　
　
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　
　
定
例
会

20
日
　
月
例
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

      

　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員

　
　
　
会

29
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

　
　
　
合
全
員
協
議
会
・
定
例

　
　
　
会

◆  

９  

月

◆  

８  

月

◆  

10  

月

反 

対
賛 

成



　
下
妻
市
議
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
及
び
そ
の
家
族
、医
療
従
事
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
協
力
し
た
企
業
に

対
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み
や
誹

謗
中
傷
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
よ
う
な
行

為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、文
教
厚
生
委
員
会
で
条
例
案
を

審
議
し
、令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
に
議
員
提
出
議
案

「
下
妻
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対
す
る
思
い
や
り
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て

と
し
て
上
程
、賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
施
行
に
よ

り
、市
民
一
人
一
人
が
思

い
や
り
を
も
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
の
責
務（
第
３
条
）

　
市
は
、感
染
症
関
係
者
に
対
す
る
偏
見
等
を
な
く
す

た
め
、正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
等
、こ
の
条
例
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

も
の
と
す
る
。　

議
会
の
責
務（
第
４
条
）

　
議
会
は
、感
染
症
関
係
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
鑑

み
、市
と
連
携
し
て
、こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

市
民
の
役
割（
第
５
条
）

　
市
民
は
、相
互
に
感
染
症
関
係
者
に
対
し
、偏
見
等
の

行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、市
が
行
う
施

策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
条
例
の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、制
定
の
手

　
　
　
　
続
き
や
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
・
議
論

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。条
例
を
制
定
す
る
場
合
に
は
、憲

法
や
他
の
法
律
に
抵
触
し
な
い
こ
と
の
審
議
や
市
側
で
施

策
を
実
行
す
る
に
当
た
っ
て
の
予
算
や
人
員
の
確
保
等
の

協
議
も
必
要
だ
が
、こ
ち
ら
も
十
分
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。ま
た
、憲
法
や
市
民
憲
章
に
お
い
て
人
を
思
い
や

る
こ
と
は
表
現
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
、市
で
は
既
に
十
分

な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、市
民
に
対
し
て
も
差
別
、偏

見
等
の
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対

　
　
　
　
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き

込
み
や
誹
謗
中
傷
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の

よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
本
条
例
に
よ
り
市
及

び
議
会
の
責
務
並
び
に
市
民
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
一

人
一
人
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
賛

成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

下妻市新型コロナウイルス感染症関係者に対する思いやり条例・議会日誌

しもつま市議会だより 第２２４号 

一　般　質　問

15 14

８月に総合体育館で実施された防災訓練の様子

　
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
　感
染
防
止
、特
に
集
団
感

染
発
生
防
止
の
た
め
に
は
避
難
所
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
の
対
策
と
思

う
。基
幹
避
難
所
の
ほ
か
補
助
避
難
所

と
さ
れ
る
施
設
以
外
に
も
自
治
会
管

理
の
公
民
館
な
ど
、市
民
の
避
難
に
耐

え
う
る
施
設
が
多
数
あ
る
。避
難
所
の

分
散
先
と
し
て
小
規
模
な
自
治
会
の

公
民
館
な
ど
に
つ
い
て
も
空
調
等
の
施

設
の
状
況
、市
に
よ
る
借
上
げ
の
可
能

性
な
ど
を
事
前
に
調
査
し
、活
用
も
検

討
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
が
、見
解
を

伺
う
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

　
　
　
　
で
の
基
幹
避
難
所
14
か
所

に
お
い
て
、茨
城
県
か
ら
示
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏

ま
え
た
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
を
算
出

す
る
と
収
容
人
数
は
従
来
の
約
４
割

と
な
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、収
容

人
数
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、基
幹
避
難
所
の
う
ち
、小
・
中

学
校
に
つ
い
て
は
、体
育
館
に
加
え
て
教

室
等
も
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。災
害

時
の
状
況
等
に
よ
っ
て
避
難
所
が
大
き

く
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、分
散
避
難
等
の
周
知
に
も
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、市
の
避
難
所
に
も
限
り
が
あ

り
、各
地
区
の
公
民
館
な
ど
地
元
で
管

理
運
営
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
活
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、活
用
の
周

知
・
広
報
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、事
前
に
借
上
げ
が

可
能
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
治
会

と
地
元
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
の
災
害
発
生
に
よ
る

避
難
所
に
つ
い
て

　
　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

【
一
括
方
式
】

程
塚
智
則 

議
員

　
　
　
　
　砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地

　
　
　
　利
用
に
つ
い
て
、「
水
辺
の
交

流
拠
点
に
」と
の
見
出
し
で
新
聞
発
表

が
あ
っ
た
が
、い
か
な
る
施
設
を
つ
く
る

に
し
て
も
、砂
沼
の
水
質
向
上
が
必
須

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
県
の
方
針
と
し
て
は
水

　
　
　
　
辺
を
生
か
し
た
通
年
型
の

交
流
拠
点
と
な
る
施
設
を
民
間
事
業

者
に
よ
る
独
立
採
算
で
や
っ
て
い
け
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、跡
地
利
活
用

の
た
め
の
調
査
、計
画
策
定
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
。今
後
の
県
の
動
向
に
対
し

て
引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、砂

沼
西
岸
地
区
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
と
相
乗

効
果
を
狙
い
、本
市
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
協
議
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
砂
沼
は
、砂
沼
広
域
公
園
や
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
、春
に
は
桜
の
名
所
と
し

て
も
知
ら
れ
て
お
り
、農
林
水
産
省
の

た
め
池
百
選
に
も
選
出
さ
れ
、貴
重
な

観
光
資
源
で
も
あ
り
、水
質
を
含
む
砂

沼
の
環
境
は
重
要
な
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
年
、環
境
に
関
す
る
重
点

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な

活
動
計
画
と
し
て
、下
妻
市
環
境
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
委
員
会
に
は
、

砂
沼
専
門
部
会
を
設
置
し
、学
識
経

験
者
を
交
え
、砂
沼
の
水
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必

要
か
を
検
討
し
、実
効
性
の
高
い
施
策

に
つ
い
て
、具
体
的
な
活
動
内
容
、実
施

主
体
、目
標
な
ど
を
環
境
ア
ク
シ
ョン
プ

ラ
ン
に
盛
り
込
む
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
利
用
の

た
め
県
補
正
予
算
と
し
て
、

調
査
・
計
画
策
定
費
用
を

盛
り
込
む
と
の
発
表
を
受

け
て
の
下
妻
市
と
し
て
の

対
応
に
つ
い
て
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答
弁
　

重要な課題の一つである砂沼の水質向上

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節 

議
員

条
例
の
主
な
内
容

条
例
に
対
す
る
賛
否
討
論

６
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

　
　
　
合
全
員
協
議
会
・
臨
時

　
　
　
会

20
日
　
月
例
会

      

　
全
員
協
議
会

      

　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

      

　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

　
　
　
療
広
域
連
合
議
会
定
例

　
　
　
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

１
日
〜
16
日

　
　
　
第
３
回
下
妻
市
議
会
定

　
　
　
例
会

１
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、

　
　
　
説
明

２
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

３
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

４
日
　
経
済
建
設
委
員
会

７
日
　
予
算
特
別
委
員
会

      

　
決
算
特
別
委
員
会

８
日
　
決
算
特
別
委
員
会

９
日
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

11
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

14
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

      

　
議
会
運
営
委
員
会

16
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、

　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決
、

　
　
　
閉
会

      

　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員

　
　
　
会

28
日
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

    ２
日
　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長

　
　
　
会
臨
時
会

16
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
定
例
会

19
日
　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市

　
　
　
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　
　
定
例
会

20
日
　
月
例
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

      

　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員

　
　
　
会

29
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

　
　
　
合
全
員
協
議
会
・
定
例

　
　
　
会

◆  

９  

月

◆  

８  

月

◆  

10  

月

反 

対
賛 

成



令和2年11月10日発行

日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

本　会　議（議案質疑）
　常任委員会（総務委員会）
休　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）

休　会
　予算特別委員会（補正予算）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

本　会　議（一般質問）
本　会　議（一般質問）

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

金

月

木

12月 4日

12月 7日

火12月 8日

水12月 9日

12月10日

月12月14日
火12月15日

木12月17日

　
令
和
２
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
活
動
を
通
じ
て
、永
年
地
方
自
治
の
発

展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
○
40
年
以
上
勤
続

　
　
篠
島

　昌
之

　
○
20
年
以
上
勤
続

　
　
増
田

　省
吾

　
○
正
副
議
長
４
年
以
上
勤
続

　
　
原
部

　司

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　
○
感
謝
状
授
与

　
　
田
中

　昭
一

　
　
原
部

　司

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
〇
８
年
以
上
勤
続

    

　
程
塚

　裕
行

    

　
平
間

　三
男（
前
議
員
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

　大形小学校は、鬼怒川沿いに建つ全校児童155名の学校です。本校では、登校後から始業前まで
「花曜日」活動として、ボランティア活動を行っています。落ち葉掃きや石拾い、花壇の草取りな
どをして校内の環境美化に努めるとともに、勤労・奉仕の精神を培っています。
　また、本校の４年生が「総合的な学習の時間」に鬼怒川に関する学習をしています。その一環と
して、河川の環境保全を呼びかける看板を設置しました。さらには、時代の変化に対応するために、
タブレットを活用した授業を計画的に実施し、プログラミング的思考の育成に努めています。
　これからも、「笑顔で　がんばる　大形小」を合い言葉に、一人一人が輝く活力ある学校づくり
を目指していきます。

合い言葉「笑顔で　がんばる　大形小」

～学校紹介～

【大形小学校】

議 会 日 誌 ・ 次 回 定 例 会 予 定

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
を
16

日
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議

案
の
「
下
妻
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対
す
る
思

い
や
り
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
関
係
者
に
対
す
る

偏
見
等
を
な
く
す
た
め
、
市
及
び

議
会
の
責
務
並
び
に
市
民
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
一
人
一
人

が
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て

人
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

市
、
市
議
会
及
び
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
感
染
症
関
係
者
に
対
し
、

偏
見
等
の
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
今
後
も
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
議
員
間
で
活
発
な
議
論
を
展

開
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

永年勤続議員表彰・次回定例会予定

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定 議会を傍聴しませんか
～令和２年第３回定例会では、４５名の方の傍聴があ
りました。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため議場での傍聴を58席から18席とさせていただきま
した。ご協力いただきありがとうございました。～

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1（内線 1111・1112）

　傍聴は、市議会活動に触れる良い機会です。自分が
選んだ議員の活動や市政の方針などを知ることができ
ます。
　傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。（状況により傍聴をご遠慮いた
だくことがありますので、ご了承ください。）
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモニ
ターで中継を行っています。
　なお、議場内での飲食・雑談等はご遠慮ください。
　次回の市議会だよりの発行は令和３年２月10日（水）
の予定です。
　議会だよりへのご意見などございましたら、下記連
絡先までお寄せください。
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